
［　　］は全国順位
（（（（奈良県関係分概要奈良県関係分概要奈良県関係分概要奈良県関係分概要））））

平成平成平成平成22222222年国勢調査 従業地年国勢調査 従業地年国勢調査 従業地年国勢調査 従業地・・・・通学地集計結果通学地集計結果通学地集計結果通学地集計結果

平成平成平成平成24242424年年年年７７７７月月月月奈良県総務部知事公室統計課奈良県総務部知事公室統計課奈良県総務部知事公室統計課奈良県総務部知事公室統計課

1111　　　　就業者就業者就業者就業者・・・・通学者通学者通学者通学者

　　　　そのうち そのうち そのうち そのうち 自宅就業者自宅就業者自宅就業者自宅就業者をををを除除除除く く く く 通勤通勤通勤通勤・・・・通学者通学者通学者通学者はははは７３０７３０７３０７３０，，，，４９７４９７４９７４９７人人人人

・ ・ ・ ・ 県内県内県内県内２５２５２５２５市町村市町村市町村市町村でででで他市町村他市町村他市町村他市町村にににに通勤通勤通勤通勤するするするする人人人人がががが半数半数半数半数をををを超超超超えるえるえるえる

・ ・ ・ ・ 県外就業率県外就業率県外就業率県外就業率はははは２９２９２９２９．．．．９９９９％［％［％［％［1111位位位位］］］］

平成17年国勢調査より、 △38,577人（通勤者△25,310人・通学者△13,267人）の減少平成17年国勢調査 29.3％［1位］より0.6ポイント上昇
（（（（通勤者通勤者通勤者通勤者538538538538,,,,541541541541人人人人・・・・通学者通学者通学者通学者191191191191,,,,956956956956人人人人））））

２２２２　　　　流入流入流入流入・・・・流出人口流出人口流出人口流出人口

・ ・ ・ ・ 流入人口流入人口流入人口流入人口のうちのうちのうちのうち、、、、大阪府大阪府大阪府大阪府からのからのからのからの流入流入流入流入がががが５０５０５０５０％％％％以上以上以上以上

・ ・ ・ ・ 流出人口流出人口流出人口流出人口のうちのうちのうちのうち、、、、大阪府大阪府大阪府大阪府へのへのへのへの流出流出流出流出がががが８０８０８０８０％％％％以上以上以上以上平成17年国勢調査より、 △23,399人（△12.6％）の減少
３３３３　　　　昼夜間人口昼夜間人口昼夜間人口昼夜間人口

・ ・ ・ ・ 昼夜間人口比率昼夜間人口比率昼夜間人口比率昼夜間人口比率（常住人口100人当たりの昼間人口の割合）は、８９８９８９８９....９９９９［［［［45454545位位位位］］］］平成17年国勢調査 88.7［45位］より1.2ポイント上昇

・ ・ ・ ・ 県外就業率県外就業率県外就業率県外就業率はははは男性男性男性男性４０４０４０４０～～～～５９５９５９５９歳歳歳歳でででで４０４０４０４０％％％％をををを超超超超えるえるえるえる

・ ・ ・ ・ 他県他県他県他県へへへへ通勤通勤通勤通勤するするするする人人人人のののの割合割合割合割合はははは生駒市生駒市生駒市生駒市がががが５６５６５６５６．．．．２２２２％％％％とととと最最最最もももも高高高高いいいい

・ ・ ・ ・ 本県常住本県常住本県常住本県常住のののの就業者就業者就業者就業者・・・・通学者通学者通学者通学者はははは７８８７８８７８８７８８，，，，４８１４８１４８１４８１人人人人（（（（就業者就業者就業者就業者596596596596,,,,525525525525人人人人・・・・通学者通学者通学者通学者191191191191,,,,956956956956人人人人））））平成17年国勢調査より、 △51,291人（就業者△38,024人・通学者△13,267人）の減少
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割合割合割合割合のののの求求求求めめめめ方方方方、、、、及及及及びびびび他市町村他市町村他市町村他市町村のうちのうちのうちのうち県内県内県内県内・・・・県外県外県外県外のののの割合割合割合割合のののの求求求求めめめめ方方方方

用語用語用語用語のののの解説解説解説解説

数値数値数値数値のののの見方見方見方見方

「昼間人口」は，夜間人口(常住人口)に通勤・通学による流出人口と流入人口を加減した人口です。買物客などの非定常的な移動は考慮しません。 ＊１　Ａ市以外からＡ市への通勤・通学者数＊２　Ａ市からＡ市以外への通勤・通学者数「昼夜間人口比率」は，夜間人口１００人当たりの昼間人口の割合で、１００を超えているときは、通勤・通学人口の流入超過、１００を下回っているときは流出超過を示しています。＝昼夜間人口比率A市の

「従業地・通学地」は就業者の従業場所、または通学者の通学場所です。「夜間人口（常住人口）」は，調査の時期に調査の地域に常住している人口です。
流入人口

割合は、過去も含め分母から不詳を除いて算出しています。「県内」と「他県」の割合は、「他市町村」に占める割合（他市町村のうち県内・県外の不詳を除いて算出）に、総数に占める「他市町村」の割合（年齢等の不詳を除いて算出）を乗じて、算出しています。本文及び図表中の割合（％）は，表章単位未満を四捨五入しています。本文及び図表中の割合（％）の比較（増減ポイント）は，表章単位未満を含んだ四捨五入前の数値から算出しています。

A市からの＋昼間人口A市の ＝

増減率等割合は，特に注記がない限り，分母から不詳を除いて算出しています。また，過去の割合も同様の方式で再計算しています。

流出人口A市への － A市の夜間人口（常住人口）
A市の昼間人口 × 100A市の夜間人口（常住人口）

図１　総人口に占める①～④の割合は、年齢等の不詳⑤を除き、①～④の合計を分母として計算しています。

ステップ１　 他市町村のうち県内・県外不詳⑧を除いたＤを分母として、県内⑥(B％)と県外⑦(C％)の割合を求める。ステップ２　 ステップ１で求めた県内の割合（B%）と他県の割合（C%）のそれぞれに、図１から求めた「他市町村」            の割合（A%）を乗じて、表章する県内の割合（E%）と他県の割合（F%）を算出する。                ＜計算式（例）＞　               A％＝③ ÷（総人口－年齢等不詳⑤）×１００　               B％＝⑥ ÷（⑥＋⑦）×１００　 　　　　　　　E％＝A％×B％　（表章単位未満を四捨五入）

図１
図２

総人口分母 従業も通学もしていない他市町村自市町村（自宅外）自宅 年齢等不詳① ② ③ ④ ⑤図２　他市町村のうち、県内及び他県の割合の計算です。
Ｂ％ Ｃ％ステップ１ ⑧分母（Ｄ）Ａ％ステップ２

従業も通学もしていない他市町村自市町村（自宅外）自宅 県内 県外 他市町村の県内・県外不詳県内 県外 Ｆ％Ｅ％⑥ ⑦


